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合併問題の今

このところ毎回紙面をにぎわしている合併問題、前号までの動きの後、町が

出したアンケートに対し松山市・ JII内町の回答が戻ってきました。それをもと

に、町は、今、町内各地区で、説明会および意見聴取(地区別座談会と称する)

を行っている最中です。そのような中、先日 6月 11日、県主催の「愛媛県市

町村合併推進要綱Jの住民説明会が松山地方局で行われました。くらしの学習

会からは会員4名が参加し、県総務部市町村課長(以前直接お話しをうかがっ

たことのある四宮課長)の説明を聞いてきました。カラー刷りの立派な冊子を

もとに今までうかがってきたことを繰り返し聞いているという感じで目新しい

点は特にありませんでしたが、政府の方針としては小泉内閣になってより強く

合併を推進しているというようなことが伝わってきて、全国 3000の地方自治

体を 1000にさらには最終的には 300程度にしたいという話も出てきました。

少子高齢化時代に備え若者が年寄りを支えられる構造にするのが合併の意義で

あり足腰の強い受け皿としての地域作りととらえるべきで、単に財政問題だけ

ととらえて欲しくないと課長は何度も繰り返しておっしゃいましたが、聞いて

いる方としては、住民の意向はそこにはなく国の意向のみが優先されていると

いう感じでした。更に合併は避けられない絶対のものという感を新たにさせら

れた気がしました。又問題は、既に総論から各論へと入っているのだという感

じでした。会場では、財政問題に関する質問がなされました。国は特例措置と

して、期限までに合併をすれば様々な財政措置をとって助成すると言っている

が国の財政状況がきわめて識しい中その様なことが本当にしてもらえるのかと

いった不安も出されましたが、これに対し課長は早い者がちということで早く

やって早くお金をもらったほうが勝ち、後のことは分からないとおっしゃいま

した。無責任のように聞こえますが、国の財政状況を考えれば絶対大丈夫とは

言えないところに課長の正直な気持ちが含まれているように思った次第です。

さて、私たち重信町のととに戻って考えるてみると、具体的に出てきた合併

パターンの 2案、松山市に併合される場合と}l¥内と合併する場合が要綱では示

されているわけですが、仮に川内との合併を選んだ場合でも、国の大きな方針

のもとでは、それだけでは将来にわたっては済まないのではないか、財政措置

を考えてもするなら早くした方がいいらしい、しかし一方具体的な数値の比較

だけ見れば、松山との合併は、確実に住民の負担が増えることは否めない、更
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に、松山の周辺地域となり下がり、行政サービスは届きにくくなるのではない

か、迷惑施設のみやってくるのではないかという恐れが胸をよぎります。また、

松山と併合される場合人口が 50万人を超えることになり住民税の均等割り税

率が大幅にアップすることになり、それは併合する側の松山の住民にも大いに

影響をもたらすわけでとちらが併合合併を望んでも、松山の市民が果たしてイ

エスというのか、もしノーと言ったらどうなるのかなどと色々疑問がわいてき

ました。松山と合併する場合、我々重信住民としては川内町と共にあるまとま

りを持ち、今までの地域性、特色を失わずに、いわば松山の副都心的な性格が

留保されたまま併合されれば一番いいのですが、サービスは低下し、土地に余

搭があるということで迷惑施設を押しつけられるようになったらこれは問題だ

と思うのです。まだ、私の地区では地区別座談会は行われていませんが、今後

この様な点について特に質問してみたいと思っています。 (T.H) 

春のおさんんぽ会

4月28日13 : 30分町民会館に集合。小学生3名と会員6名の参加でした。

みんなの広場まで車で移動して 上村大援を歩いて叢り かすみの森へ到着。

龍沢泉の大鏑除の時の話をしたり〈当時 この泉は ごみ箱のようになっていて

黙認された不法投棄場所でしたが現在では下車が定期的に刈り込まれ とてもきれ

いに管理されています。子供たちに残してやれる泉になりました。

私たちは 1日だけのお手伝いでしたが現在 管理を続けておられる皆さんには

大変感謝したいと思います。〉

さて 今回のおさんぽ会では2種類のゲームをしましたc
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屯} 袋のなかみあてっこゲーム

袋の中に手を入れます。自で見てはいけません。そうっと 鞭しくさわって下さい。

この中に入っている植物と開じものを見つけましょう。

。パンダナくらいの布を袋状にぬったものを

5僧位用意します。ゲーム開始時問委考えで あ

らかじめ 植物を探取しておきます。

告む しんけいすいじゃくゲーム

パンダナの上に植物が数億置いてあります。

じいっと見つめます。何分位かな一。

しっかり覚えます。さあ 同じ物を見つけましょう。

@全部見つける事は難しいけれど まあまあ 気軽に

楽しみました。こつとしては 最初に 伺偲あるか数える

ことでしょうか。

ゲームに夢中になっている関に指定されたかすみの森の土手を上ったり

下りたり。日ごろの運動不足解消にもなりました。事前準備をして下さっ

たSさんに感謝。 (M' T) 

4 



おさ人;ず会
場主

々自の季のおで人 J 手。会マiI !-S ，お μちず人ケ!~L!ヤ 1

村春パ瓜イ¥
マの

I ¥ 11 二ゲナケ!!ムワ ictfitげおtLろカ¥プたマ7勾

名目くろウ人ケI!_t， t1 みどろの中の物を手た~'1-;7ífヴ Jf7 7 マ

そのろJ(ろの中の?をざ前す行11ームマ 1，す，

J YVゲ7ケI'-Ll11， ! ¥Ii ~ゲ~の九?の榊?を1/jl\ 出

ぞれをされす庁I_~です春 (/1 軒1tfiとi'E1伐とi援にと
力¥いで1ヲ1{か主てわず

よ(見7

努刊しまし i_ 0 身3三九点、ノ令官民d)¥才人渉づき!二、

件、守ト守し字今やだ と晴人宮人、最肘華))茅~ oi T-::うう、

J¥l¥ i=Scして¥¥jしたs.コ← T で L 方、 y
人女ぐ七4. l.角V 之、::i 5 i: J ) /J L. 
./ "許!J浪、，

iすと‘ 3也、才人与さと を加 し主人 J主L 、守しいゲー斗をと

計 tしういもちしても、 tヮ上件、つなが t、し苦 lTρ

11くち fThh-1」 i f-f J ン炉ナTji¥-ムJ 屯苓えと¥¥ 息併:

五ιゃ轟い時 tr'-'-¥件、今記 の G月λ"e 3(立))~

一

ぞ，!~ヘ

い-2， ¥二睡してくれ壊しtο

5
 

訴キ竹之

，-邑

‘j手し



('l/~ 

; 

6 



こ(J)-ヶ男的関iこ、ま襲壊についての専門家め錯を善悪く機金を得た。

* 選警J全車輯癖dフ厚守提議智正喜て?、 重野犬d憲章普選宮轟霊平むJ宮野議護軍~l ら 錨 6

長"Jal広晶d:!/.イオキシンの鍍金議事
ダイえずキシンの議事運営蔀Jもすがその影響につpで

@ 人関が作った「盤強(J)轟Jダイオキン{審者監堪費電化合鞠〉

1960年代(J)ベトナム韓争 (1972年轄職〉でアメリカ宝震が捕まいた轄麓講習に濯

F 巴うていて訳出(J)寄霊長!患が生まれた。

関本罷内で表高富{むしたの母、 1983年、先霊童文立j討議教鞭謹が、ごみ蟻童書施鞍

から、高;麓壊で韓出されている襲態を報告したことが曹っかiすとなった。

1981年、鶴本教鞭が額費を鰭め、重量年ベトナムヘ調査に。えうイドでJlf;之、

母親o.ll舎内で響軍事に聾っていく蛤!患の梯子、臨鈷界の鞠重量iこ帯罪事が生じてい

る織子怠ど霞を轟いたく主よる韓だった。

関本で師、ダイオキシンの難生鱒I~" 各種(l)ごみ蟻部弾道、堪難語襲由轟韓、壊
費聖緯童書通盟、塩藤嘉弛合鞠 (PC器、麓藤主主ど〉のコド縄鞠、麗襲鞠(l)虫5誌な
どが帯えられる。

ダイオキシンの鰭生量が重量7;.oも0)1立、事事帯ごみ喜舞鶴僻。龍宅近くに点査す

る小型競部員戸iま、高;譲撞(l)ダイオキシンを曾む壊が生活理壊!こ喜重接琉れ込ん

でくるという点で大曹年鑑験性をはらんでいる。

器本金二七!こ酵る年輯師事fイオキシンの盤位、輪出市で(/)鱒下量をもと!こ雄躍

したところ、1.5キ認に主よる。これは、ベトナム職争で、米軍震が難いた年間

散帯麓(1)10分o1 Iこ穂高する。

* EMi草壁霊F語幸 喜著轟~;を寺援助長事解J毒者援えがら 前 5
f翼重喜決策J ・ EMI<ご.t õ癖鮮の設いタイ7;:;<~タイル

-EMI，ご.to農薬害藤要害事戒告

e 罷MIこたどザっく離は、化学聴料、藤礎部ヱキぇパートだった。 1970.....75壊

から、これらを鰻うことの悪事蓄曜が麗えて嘗て、轍生鞠(l)韓討を始めた。均

年かけて、監Mにたどザ購曹学金で発饗したが、蟻iこ霊鍛癌の塁悪じ。そこ

喪偶を訳出作った方がいいと患い、 1982年窟黙麓法関醸購読鶴舞セン$lーの

理事iこ在った拐を磯iこ、技舗を瀧め、臨めていった。

EMとi弘幸吉鰐fJ.轍主主鞠がたくさん鎮まって、共存共生韓的立軍盟著作ってい

るというのがEM(J)輔轄。
監Mの醸農法、あくまでも生嘗ていくべース。童ベ鞠、ま襲壇、鍵離の 3つを

1)ンクして噂っていくということ。

E の'jJ:①拡重量化力 @非イオン住 金融艶iこ共鳴(5夜勤}

~ 鰻えiま鏡うiまど累積する。~
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北輯鮮は 1996年から藍Mを本籍的に審議をはじめ、 2年後iこは、 85万ha
(J)土地で、 EMを穫って農作鞠の韓捕をし、すさまじい強果をあげている。

昨年(J)沖縄サミットで「世界をリードする監M部議繍j として、 30分t::ヂ

オで紹介した。~島本融病も認めて来だした~

@ 雪量難操でi立、県からの輔動金を縛て、エ襲醸楠セン脅ーで舗の企離が著書加盈

研東し、既iこJ¥縄混(J)かま!まこ業界で成畢を晶げている。

・議戸内地場環壊蘇生鵠童基金が舞患〈関{莱 12の縄!こ善勧幸かけ}

今治地主謹一一空オjレ染色排水で汚量産され、ヘド口がたまっていたJIIの上諜

で、ボランティアが藍糊拡大活性瀧を定期的iこ謙し始めたら、

へド田が溝え、本も5きれいになり、生態薬が重量ってきた。

麗費量市一一一脅すの下水錨理場で藍M浄位E去を取ザ入れた轄畏、コストも費

く、本賞も著しく醍聾され、主主競本の壇費量溝轟も強ど品事警が無

く立ったiまか明か、アサ1)やシジ誌が盟立って増えてきた。

惨 盤革主阜忍童ゑ盟霊童i主
~主主主査農:主主.一一白金時ゴミ、生ゴ塁の堆鰐化時野草案笛花づくり
お謀役主輩社長唄襲豪華警君事.牽鐘2];一司ー下水をF静化

~ そのまま斑せば汚染灘、 E M活関で浄化灘 ~ 

ヰ誌 シンポジ'9A 2001 i. {};j 議事襲撃ずロ.::r:.~:y シg ン針金へf1J!1i弾 。堂。
轟軍事選響調f農薬聖護よ立産控悲ま設要 ノンプイダシgン解毒守政調--JJ電話
ヌ事事ルダイ~7J:Y是正ι'7:

白星館長在建造よ心境二II己主主毘蜜控駐車校長
パベ言 !lX f.:i，欝議fJ寧tÞ子線道大学長軍事緋9菅野ずr:1::r:.~:/ シs ン調さり

Jが/身寄{盟議事j算通普通官官ンタ-iJfj事j
宇討議三 (7ずとどーノル譲葉二'i:1.宮請書喜重蔀麗j

府議法子(~霊長著者グシループゆ j • IOタ.~カ 71守護j
3 …ヂィ手}メター fペf、密講じ掛t1J;k学λ文学選宮持説草署j

持続可能主主舞麗へ構!tた鮭溝@社金システム(J)再舗が童襲。

1901年!こJ¥輔製鉄諜薬開始から毘本のエ費量位がはじま明、毒事帯fとし、 j興費拡

大へと選んできた。

@ ヱネJレギーを鰻わないための韓鱗開発はやればで者る。 2む世紀の器本の技

舗iますiまちしいものがある。分散型エネルギー{井戸留軍l.関本怠どの事j用〉

歩々髄韓が高くても、理壊にいい喜善晶を聾うことが璽襲。

人間が生嘗て曹て、いい環境をつくる現場に立ち金っている、ヱコ時代を作

る楽しさを共有しよう。

金書震はりサイクんは髄iすに立る。

アサヒピーんでは、 1996年噴かも金重量の意識調上安調明、コマーシャルで盟

醤し、トッブダウンで轍臨した分間をし、 100%分間iこ成功している。

・鞍曹が大明。あまザガチガチ縛られ尊いで、韓犠襲撃に提われ本いで、自分母
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性輔が繕むことも晶ザ、 1人ひとりが事麗し、生活を麓えていこう。

@ ものの見方査費え、静舗を増やし、構熱費持ってまるごと鰭饗型社金iこ。
地霊童規模かちではなく、毘克かも鰐がで脅るかを帯えよう。

• cまず分罪tjf])Jレーんをまもる。麗鞠識を持っていく。鮪縛してかもやる。今窟

分が続けているも岳部中か品は金騒が生まれる。事寵りのように一つひとつ

櫨ザ進めていくことが大都。

本 NHK夢街麓 /詑鮮の摸/レイヂェノj， 11 ;トムノン鋭部

グJ考わ番手ザ観厳選欝盤議ヲヂ

l.1l鮪重量大盟理鑓升教鞭的轄をお開審した時から、重量iこ怠っていた事響。

1962年iこ出臨 (4年間(J)藤島をか!すた。事しがんと麟い立がら)1964年死亡

薬で轟がやもれて、審!こ怠っても騒のさえずりが童書え主主いという涛韓関最重

有害化学鞠襲f])関舗を指鱒した襲撃轍(J)聾

・ 患の寵書象的ために散帯していすこ撞惑の麓と霊われたDDT著、人間iこ、都市

にと離帯するように年り、 1950年代に豊富島蒸へ(J)蜜弛にきずく。

科学技舗にばかり自を開けていた言語時、富黙を臨してきて、人々的考え方署

一麓させた。 2量豊関でベぇトセうーに本り、ケネヂィ大統領母、殺盛期的関

醸を璽く費!す止めるが、農薬金社傷能空襲薬品金杜iま著書は麓患と:t:強。
vイチヱjレi立、患を雑離させるということでは主ょく、車IJ(J)遵を撲る。醒界を

知る、共存させる、と新た立撞璽をしている。{もしその車に曹がまちるとす

る立ち、震E騒がいやがること、奮とか先とか東離とか、富熱!こ揺った費量で〉

@ 臨ままの韓しさについて諜い患いをよせる人{立、輸の繰わり都議革関まで、主主審

ていることが襲しいと感じもれる、これが人間として最講師事せ

二子操たちに、縛草惑や::t'悪事盤さに躍をみはる蕗牲を鰻iす て ほ し い と 毎

慰霊室羽
牢欝で霊童(J)錨臨を毘ていたと曹、地球(J)襲麗と関じに毘えた。地主事金体が一

つの翻鰭で襲五撃が品る。

。 寧主題から地主撃を見たと輩、富士山・東京講が襲iこ曹れいに毘えた。化学鞠麓

汚主義iま醤では見え左よい。だか品、よけいにこわい。

*~露からま臨ま豪華箆て、地轄の重量麗!こ企て(J)生輸がいるんだ。傘ーんだ人罪曜も
そ昭一つじゃあえよいか。

先詩勧告の羅皇室長鱗量産的事中槽ん?溝手i龍一か葉に繭じた。 j
西部劇のスクジーンで見かける荒れはてた大地。ネイティプ・アメリカンのナホ

パ族はそんな荒野に生む。先住民族は自然と寄り訴うように暮らす。春になると、

覇どを蹴いで大地をさ訴く部族もいる。身ごもった母親のお痩の上を土足で歩くなど、

とんでもないことと考えるからだ。告然理境を義塾さと主翠Ht獲じ立主主2でなく、

王建主主境立ま投Zせ)(f)と捉える思想i土、米器全体の環境謀議運動にも影響を与

えてきた。
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(ごみ家計簿議査の包装容器金額消費生活研究グループ認べ〕
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)
の
自
主
勉
強
会

と
し
て
、
松
山
市
と
滋
泉
郡

の一一一十
1
五
十
代
の
主
婦
が

一
九
九
九
年
に
設
立
し
た
同

グ
ル
!
プ
。
ご
み
家
計
簿
調

査
を
始
め
た
の
は
「
資
源
の

無
駄
手
益
額
で
実
感
で
き
れ

ば
」
と
の
思
い
か
ら
だ
っ
た
。

ご
み
家
計
簿
と
は
l
o
調

査
を
始
め
る
に
当
た
り
、
メ

ン
バ
ー
は
企
業
や
生
協
に
主

な
包
装
容
器
の
代
金
を
聞
き

出
品
り
、
金
額
を
独
自
に
は
じ

『
昆
し
た
。
発
泡
ス
チ
ロ
ー

ル
ト
レ
!
大
十
五
円
、
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
ニ
凶
以
上
五
十
五

円
、
卵
パ
ッ
ク
八
円
な
ど
。

購
入
し
た
商
品
の
う
ち
、
包

装
容
器
を
家
計
簿
方
式
で
記

入
、
金
額
を
推
定
し
て
も
ら

う
仕
組
み
だ
。

調
査
は
昨
年
十
一
月
の
一

カ
月
間
、
県
内
の
百
二
十
六

世
帯
の
協
力
を
一
得
て
実
施
。

こ
の
結
果
、
一
世
世
情
(
平
均

一
ニ
・
一
人
)
当
た
り
の

H

ご

イ
ラ
ス
ト
・
間
林
美
穂

み
購
入
額
H

は
実
に
千
六
百
庭
で
は
さ
ら
に
膨
ら
む
可
能

九
十
五
円
。
食
費
五
万
四
千
性
が
高
い
と
い
念
。

二
十
二
円
の
一
ニ
・
一
四
勿
「
物
葬
震
え
ば
包
装
容
器

で
、
年
換
算
す
る
と
二
万
一
二
は
仕
方
な
い
と
考
え
る
か
、

百
四
十
円
に
も
上
っ
た
。
不
婆
な
包
装
容
器
の
削
漉
に

調
査
に
協
力
し
て
く
れ
た
向
け
、
何
と
か
し
な
け
れ
ば

の
は
、
生
協
の
会
員
な
ど
過
な
ら
な
い
と
考
え
る
か
、
決

剰
包
装
に
対
し
て
問
題
意
識
断
芥
逼
ら
れ
た
気
が
す
る
」

の
高
い
人
が
多
く
、
一
般
家

1

乞
「
」
み
家
計
簿
調
査
の
寅

任
者
で
あ
る
主
婦
、
山
口
彰

子
さ
ん
リ
松
山
市
浴
、
謁

査
手
}
終
え
た
今
、
こ
ん
な
思

い
を
強
く
し
て
い
る
つ

二
人
家
族
の
山
口
さ
ん

が
、
一
年
間
記
録
し
た
ご
み

家
計
簿
調
査
で
は
、
食
費
四

十
四
万
七
千
二
百
二
十
円
に

占
め
る
包
装
容
認
の
金
額
は

一
万
五
千
五
百
二
十
九
円
っ

食
費
の
一
一
一
・
四
七
%
だ
っ

た。
別
の
メ
ン
バ
ー
で
主
婦
の

山
高
善
美
さ
ん
リ
温
泉
郡
重

信
町
日
は
一
中
身
と
は
関
係

な
い
包
装
容
器
を
、
お
金
手
一

払
っ
て
購
入
し
て
い
る
当

た
り
前
す
ぎ
て
、
問
時
駄
ト
一
惑

じ
る
感
覚
が
鈍
っ
て
い
た
↑

i
。
ば
ら
売
り
で
購
入
で
き

る
商
品
も
あ
る
が
、
消
費
者

側
に
選
択
の
余
地
が
な
い
も

の
が
多
い
の
も
現
実
で
一
企

業
に
簡
易
包
装
を
求
め
る
声

李
よ
げ
る
必
要
性
を
強
く
感

じ
た
」
と
も
。

調
査
を
終
え
、
メ
ン
バ
e

は
「
包
装
容
器
の
多
ざ
を
実

感
し
て
も
ら
う
当
初
の
自
前

は
果
た
せ
た
c

自
分
た
ち
の

消
費
行
動
を
変
え
る
道
具
の

一
つ
に
な
れ
ば
?
と
願
う

間
グ
ル
ー
プ
の
活
動
を
知

り
、
ご
み
家
計
簿
を
つ
け
て

み
よ
う
と
い
う
試
み
は
、
白
昼
河

内
の
学
校
現
場
や
消
費
者
グ

ル
ー
プ
の
間
で
着
々
と
広
が

っ
て
い
る

r
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牧野植物語覇を喜志ねて

高知県立牧野鐘物関i立、高知市五台出にあるIIIの斜麗を科用して創られた植物題で

した。

この横物爵を訪ねて、私l立描物の事よちむしろ人の帯熱のすごさを再護軍識させられ

ました。

牧野博士の雅号は f結鱗Jです。“古人いふあち。割に臨んで識を襲まんよりは、

退いて網を結ぶに如かず。 押という諜著書の一節からとられたものです。意味は、「物

事誌のぞんで手をこまねいているより手段を見つけてまず実行する事jだそうです。

縛土は植物に興味を持っと、自然の中を走り由って植物謀集し、自分で名前を調べ、

独学で植物学を鯵得していきました。又、富fIi民権運動の必要性を感じると、運動iこ

積撞的iこ参加し、“公正社"を立ち上げ、高IJ社長をつとめました。

青菜にも関心を寄せて、その普及の為、自ら唱歌隊の指導をしたり、故郷の小学校

ヘオルガンを寄付したちもしました。

博士l立、韓号の過ち、まず密らが実行する人だったのです。

ところが、金銭的に支えてくれていた実家を整理しなくてはいけなくなり、軽詩的

iこ行き轄まってきました。いかに牧野博士といえども、{曹熱だけでi土撞物学を続ける

事が不可能と患われる時期もあったのです。

しかし、博士の構熱は幸運をよび寄せました。時士の窮乏を知った神戸の資産家が

博士に措しまない金銭的聾助を聾供してくれたのです。その人の譲助で博士は再び横

物学の耕究に打ち込むことができました。そして、博士が措金返請の為、権タトに売却

を考えていた描輸の費量主な資料等を島本に寵めおく事ができました。

又、博士iこiまこのうえない理解者がいました。棄のすゑ子さんです。被女は博士と

十五才で結婚し、十五人の子安産みました。そのうち八人の子を病気等で亡くしまし

たが、七人の子を育て上げました。彼女i土、夫が植物課集の為、長い間操に出た時も、

生活ができなくなる位の経詩的苦労も駅わず、夫の学問と生活を支え家騒を守り続け

たのでした。博士はそんな棄への想いを匂に費しています。

家守慢し棄の恵みや載が学び

まだ若くして亡くなった棄を博士が生援愛し、自分が発見した植物に棄の名を付けた

12 



のも披女が夫を支え続けた構熱を思えば当黙の事なのでしょう。

世の中のあらむかぎりやすゑ子笹

牧野襲撃士段、今も輯み継がれている「牧野植物国鑑Jを審き上げ、日本が世界iこ祷

れる韓大な植物学者iこな静ました。牧野描物圏iこある麓ヨミ館と記念舘i土、博士が九十

五年の生護持ち続け?と構熱に出会える所でした。

(R. D) 

蝶の本がやっとまとまりました。今から印刷所に出しますが，自己流にカラーコピー

などで仕上げたものは菊地宅に置いてありますので，いつでも見てください。まだ校

7などで時間がかかりますが 7月中には完成すると患います。

く題> 蝶のくる騒
騒黙豊かな麗づくりと鱒めワークブック

<目次> 0はじめに

。私のつくった小さな自然観察題

。庭に蝶を呼ぶために

。身近な蝶たち 61種
。観察ノート

-庭で見た生き物たちのリスト
.蝶の好きな花

@季節ごとの自然観察

Oコラム fクワガタムシを追って十万里j

Oおわりに

<監修・原稿資料の諜棋> 補先生

**蝶の好きな花(ニオイスミレ，ショカッサイ雪ヒオウギ，サンジャクパーベナ，

ブッドレア}の種又は菌がありますので，よければ次の閉会に持っていきます。**

13 



まず松山地区7団体へ紗
伊予銀の地域文化活動助成金持J

/ 

一
地
域
で
文
化
活
勤
務
継
承
し
一
「
地
域
文
佑
活
動
助
成
制
度
」

一
て
い
る
団
体
に
活
動
経
費
の
こ
の
松
山
地
区
助
成
金
贈
呈
式
が

一
部
を
助
成
す
る
伊
予
銀
行
の
一
七
日
、
松
山
市
南
担
端
町
の
間

水木会長から目録を受け取る

助成先団体の代表

行
本
屈
で
あ
っ
た
。

松
山
地
区
の
助
成
先
七
団
体

の
代
表
一
人
ひ
と
り
に
水
木
儀

一
一
一
・
伊
予
銀
行
会
長
が
目
録
を

手
渡
し
た
後
、
審
査
に
当
た
っ

た
伊
予
銀
行
文
佑
摂
興
顧
問
団

の
三
木
宮
治
委
員
畏
(
愛
雄
大

名
著
教
授
)
が
「
こ
れ
か
ら
も

伝
統
や
文
化
易
継
承
す
る
詰
動

事
続
け
て
く
だ
さ
い
」
と
祝
辞

を
述
べ
た
。

八
日
は
今
治
、
九
日
は
八
幡

浜
、
十
日
は
宇
和
島
、
十
一
日

は
新
居
浜
で
贈
呈
式
が
あ
り
、

二
十
二
団
体
に
計
四
百
七
十
万

円
が
助
成
さ
れ
る
。
助
成
制
度

は
一
九
九
二
年
以
降
、
年
二
回

実
施
、
こ
れ
ま
で
三
百
七
十
九

団
体
に
計
七
千
三
百
六
十
万
円

を
助
成
し
て
い
る
。

助
成
先
に
選
ば
れ
た
の
は
次

の
皆
ぺ
瓦
。

【
音
楽
分
野
】
東
雲
コ
ー
ラ

ス
(
松
山
市
}
混
声
合
唱
団

M
一

c・
〆
イ
ツ
(
砥
部
町
)
琴
名

流
大
正
琴
琴
属
姫
会
(
新
居
浜

市
)
真
鍋
豊
平
一
絃
琴
保
存
会
一

(
土
居
町
)
筆
・
絹
の
会
(
野
一

村
町
)
【
郷
土
芸
能
分
野
}
平
一

回
獅
子
舞
保
存
会
(
松
山
市
)
「
M

喜
多
山
獅
子
保
存
会
(
大
酬
市
)
一
一

豊
茂
越
後
獅
子
「
矯
正
会
」
(
長
一
一

浜
町
)
娃
が
森
一
一
一
島
神
社
獅
子
一

舞
保
存
会
(
内
子
町
)
延
害
獅
一
一

子
舞
保
存
会
(
今
治
市
)
松
山
?

神
社
奴
踊
り
保
存
会
(
松
山
市
)
一
ト

小
浜
道
具
踊
日
伝
承
の
会
(
中
一
一

島
町
)
下
波
地
底
お
伊
努
踊
り
一

保
存
会
(
宇
和
島
市
)
魚
成
地
一

区
実
盛
送
り
保
存
会
(
城
山
町
)
一

小
原
五
つ
鹿
踊
り
保
存
会
(
宇
一

和
町
)
船
越
地
区
五
ツ
鹿
踊
り
一

保
存
会
(
西
海
町
)
井
口
だ
ん
一

じ
り
保
存
会
(
上
浦
町
)
吉
田
一

町
お
ね
り
保
存
会
(
吉
田
町
)
一
一

{
創
作
芸
能
分
野
】
菊
間
太
鼓
一

保
存
会
鼓
菊
連
(
菊
間
前
)
喜
一

左
衛
門
狸
の
会
(
東
予
市
)
【
郷
一

土
史
分
野
}
灘
町
・
宮
内
邸
を
一

守
る
会
(
伊
予
市
)
宮
署

伺
dm野
}
重
信
町
ヨ
ロ
U
の
学

一習i

費
着
目
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新一支援霊童E

u) 
守層也

マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
に
つ
い
て
の
知
識
を
深
め
た

国
際
交
流
サ
口
ン

水曜日

d マ
怒ダ

話伊ガ
塁を;ぇ
全知力
f石っ}l;

雲ての
流

2001年〈平成13年)6丹 13日
ン解交ジザ、ガ
一「を流ヤフス四
マ探し・イカ国
夕、めなニンノレで
ガるがリラかた
ス国らナベらだ
カ際問さ・のー
ノレ交国ノU ノて留人
を流へ全ム学の
知サの♀・生マ
ろ口王嬰 と ハ ラ ダ

う
」
が
九
日
、
松
山
市
三
番

町
六
丁
目
の
コ
ム
ズ
で
あ
っ

た。
国
際
交
流
サ
口
ン
は
、
ま

つ
や
ま
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー

が
市
民
グ
ル
ー
プ
に
場
を
提

供
す
る
な
ど
し
て
年
六
間
関

催
。
今
回
は
市
民
グ
ル
ー
プ

C
A
Sが
主
催
、
一
一
一
十
五
人

体
一
が
参
加
し
た
。

一
一
ラ
ザ
フ
ィ
ン
ラ
ベ
さ
ん

と
は
、
愛
媛
大
学
聾
蔀
で
学

町
一
ぷ
た
め
四
月
か
ら
松
山
市
に

一
一
住
ん
で
い
る
。
同
日
は
、
十

鳳
一
八
の
民
肢
が
住
む
こ
と
や
人

一
一
口
の
八
割
が
農
業
従
事
者
で

さ
め
る
こ
と
な
ど
、
同
国
の
現

…
荻
を
紹
介
。
約
二
千
五
百
年

…
一
前
に
ア
ジ
ア
の
人
々
が
移
り

一
一
住
ん
だ
と
い
う
国
の
起
源
や

¥
一
熱
帯
震
の
減
少
に
つ
い
て

/
「
一
も
話
し
た
。

一
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
、

(
参
加
者
は
教
青
制
度
な
ど
に

一
つ
い
て
自
由
に
償
問
。
ラ
ザ

フ
ィ
ン
ラ
ベ
さ
ん
は
「
あ
り

の
ま
ま
の
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
を

知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
っ

た
。
関
心
を
持
っ
て
も
ら
え

た
よ
う
で
う
れ
し
い
」
と
話

し
て
い
た

G



出会い塾 マダガスカル留学生 パムさんを迎えて

6月8日(金)パムさんを迎え、 20人近くの参加でにぎやかな交流会が行

われました。マダガスカルといえば、以前、 「デルネスJコンサート(井戸

端だより 20号掲載)に出かけたこともあったし、自然科学や紀行番組が好き

な私にとってとても魅力的な国です。

アフリカ大陸から 1億年くらい前に分離したと考えられるこの国には、パ

オパプの木(現地では神の木として切ってはいけないそうです)や、この島

特有の性質をもっ野生生物も多く、特に、歌で御馴染みのアイアイ・横跳び

移動で知られるインドリの仲間などのキツネザルは良く知られています。近

海には、生きた化石シーラカンスも生息しています。

そんな自然、いっぱいの国からの留学生，¥ムさんは、首都アンタナナリポで

生活するシティボーイなのです。今日の資料として臼本語でレジメを作って

くれる程、日本語も大変じようずです。(松山へ来られる筒、大阪にいたの

だそうです〉

園内の民族が 18あり、島の北=アラブ系 中央=アジア系 南=アフリ

カ系と大きく分けられ、パムさんはアジア系なのだそうです。人口の80%は

農業でくらしていて、米を主食としているところなどはとても親密惑が持て

ます。経済面で観光は大切で日本人の観光客も年々増えているそうです。ビ

デオ・本などの資料、民族衣装・雑貨品〈カラフルなかごパック・布など)

等嫌々な品を見せてもらいました。特に不思議な慣習として、遺体を掘り起

こす儀式があり「死者の寝返り j と呼ばれ、遺体の死に装束を新しくし、行

列を作って掠り歩くのだそうです。

話題が多くてもっと一杯聞きたいことがあったのですが、パムさんが心配

していることは、森林破壊・潔境問題(浸食・汚染)だそうで、そのために

も、今、一生懸命勉強を頑張っているのでしょう。まだ、 2・3年こちらに

滞在しているそうなので、チャンスがあれば、文、お会いできることを楽し

みにしています。 (A• M) 
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話題の醸史教科著書を読んでみました。

記述が熱い。時には、その場面が罫に津ぶような劇画識の表現。大人

でも知らなかった様々な興味をひくエピソード。これまでの教科書と

は、選撃が違う。ご存知、扶桑社の『新しい盤史教科書J。

市員長本の「市販本まえがきj にこうある。

この選管押罫若Jターグy 井jごL-l士長若手ずえ主義去、Cで寂惑の胸痛に/守げられ

て11¥-30 L-かL、X.撃の議fI!ffI;t:E金融の結晶にその三笠婚が;1;-3。三合併佐

藤謂Lで、郵分fさげさ?とタ品げであげつらタ主計ら JE L-ld離帯にほと計

らまい~\'げで栓ぐ、不当点護者鹿撤去を撃に高b lJがちであ -30 と

しかし、私は感?曹の入ったこの構熱的?な全体の掩れもに首をかしげ

る。 教科書とは、このように熱く語るべきものなのか。

確かにこれまでの教科書は、味も蕪っ気もない文章で、例えば戦争に

ついてもまるで他人事のように、自然に起こったかのような書き方だ

った。しかし、それに様々なエピソードなどを加えて、命を吹き込ん

でいくのが教師の役離でiまないか。その上で、一人一人にその出来事

のもつ意味や重みを考えさせ、今後のE本、そして畠分の生きる方向

性を考えてし吋過程が大切なのではないだろうか。

本の最初に「麗史を学ぶとはJというページがある。一部をど紹介する。

d害賠苦学ぶとは、4'の時代の基準雪Jがるみで、認五舎のヲて1Eや不公乎ぎを?議

td悲伊、合長誓L-t::: fJす-3ごとと周Cで設なれ趨去のぞftぞれの熔ft:

jご話、 それぞ仇の線ft:lご得手ずの説書警があ夕、 英子手亨の毒華麗v3'Jちっt:::。
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IfjfJき1;[.、民政によっで、ぞi1.-ぞ:n真右つで当然~lD L-.ft~ v ¥0 L-かL

そタ~Qt、東持~;jl'fKち者かずミポ~/，ごと会Q であδク。だ滅危》

らこをllIfJぎを学ぶのだとる p之Qo

d宮廷をINJE#.J/!ご、語習7.JlJ.会いるののよ:3/.ご孝之Qのをやめよ:30 IfjfJさに

善悪をさぎではめ、身症の岩重苦で~ぐlitff/の援にすQ ごと 6やめよ :3 0

IfjfJきを/!Jfb丘、 t6T.ftのと公いEで1ftめ、裁量多ぐのl./l;すを重点で、 C 

つぐ P夢実をd震かめQ.k:3/.ごL-.k:30 

教科書の内容であるが、これは他の出版社と比べて非常に詳しい。

殊に日本史の内容では高校レベルで習うもの、また一般の大人でも知

らないものまで含んでいる。人名さくいんでは260名、事項さくい

んでは、 729の記述があり、中学生向けとしてここまで詳細なもの

はない。神武天皇の東征伝承や日本武尊と弟橘媛の言い伝えなど神話

に多くの紙面を費やしたり、昭和天皇についても 2ペ}ジ掲載されて

いる。また、現代史についてかなりカを入れており、 2000年か

ら憲法調査会が設置され、日本国憲法の調査が始まったという文まで

ある。反面、世界の歴史についてはどうだろう。他の教科書では扱っ

ている宗教改革についての記述はない。四大河文明、産業革命や市民

革命についても十分な記述とは思えない。

その他、細部の記述について、アジアの国々や沖縄の人々からクレー

ムが付けられているのは周知の通りである。

そして、本の最終に f歴史を学んでj というページがある。一部を紹

介する。

E本のtsi!Jぎを今、学童.，L-Jt..:t;士み~ðル位、 fI*-λd毛?f..911の文化から
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学ぶごとに[，-)かに蒋/l.，>で、議普段宥舟渡であ-5idld:いタニ止に建てがつい

法?あ-5:30 }手鹿の議ノLzr:支給苦埋葬す-5lとめに、 /:';む容易FJウる Lで

まyをi害援であった。一一悪事一一

B款は卓をいJ曹、二tftd9にそ:3[，-):}，重苦雛ててまF盆て宇砦営企'/ffJl::'った。とこ

-:3;戸、 ごご手責点ヲ'/;1必ずL品ぞタとはいJをと長い時ff:l.:::aつでまit。

一一癖一一

会二を-r:70万ス品のf/fa;d3:智正すれ3無産tjj(jA襲撃者子受It、原子謀長野安葬

e diLito 事官議、 i京本λ段、 第力 L で義喜多t~管興安成L毛髪1I澄j7!告す殺の

絶役苦薬いfをぷ久 止よか/!J1宮若手るでと士いでt-¥-30 

本主事政d手段、理還すや模範jごす-5f1.aがるタ設いの?、 i子弓七λl:tt!J分の

AでLっ;jl!Jと立よきまぐではいItaい滞fでまのだ';j3'， 建設設がら襲苦手事

jご敗北1..-;士議事法t，v.)宮ZT通~;を悲V ¥0 

iま平生λ点ごれからる宅金:Io¥f1.&i.がら鮮度jご学ぶ、ごとl;tζ?でる-*拶万

点今までと選つで、府い孝之品。1..-/.ごが康診基準撃にιJ士P、ぞチシル

I.:::A立で浩pす-5ごtで、独立IL'皆J寄っJ士解タ設い/It/af，ご企忍おそれ

が加でま悲ごとにはも撃波L~会ぐでほまらまv)o

fザよタ品大都在こ el;t、8分苦るつことであ-50 ff分苦LっかFる止

まいと、煤Bの二町長とや選~J吉昔学ぶょとる cつl;tて君主企 [，，)0 I講ずf...，t-l麿話

者探叢/安学んだみまと雪AAご、編者」ヲ3~警護にぎP ズごいメ y官}ジはこ

のことで晶-30

私i土、他の教科書とも比べてみようと患い、庁舎の教科書展示室へ患

を運んだ。そこには、学習内容3割削減を受けて、挿絵や写真の多い

大判{ちされた薄っぺらい教科書があった。かつて使った面自味のない、

しかし内容は豊富にあったあの不愛想な盤史教科書が、今はなつかし

い。教科書展支持は庁舎の 4F404会議室で 7/11まで開催している。
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2000年度くらしの学習会会計報告 (2000.1'"12) 

収入の部(円) 支出の部〈円)

前年度繰越金 58，801 会報用紙代 4，697 

会費 51，000 コピー代 500 

カンパ 6，400 切手代 3，800 

絵はがきカシパ 3，900 封筒 321 

到二子 2昼畠 おさんぽ会

収入合計 120，369 保険料 4，500 

おやつ代 1，000 

材料費 400 

講師料 5，∞o 
公開質問状郵訣料 1.組。

支出合計 21，618 

差引残高 120，369-21，618=98，751 (次年度繰り越し)

今後の予定

7/23 (月)1 : 30'"町民会館

合併問題について、役場の方と懇畿会を有います。

地区制の懇部会ち終った後なので、町民からどのような意見が出たか

お聞きすることもできます。興味のある方、ぜひご参加下さい。

くらしの学習会では，随時会員を募集しております。

活動会員 2，000円/年 購読会員 1，0∞円/1年

振込口座番号〈郵優局〉 くらしの学習会 (01610・s・21026)
問い合わせ先:電話・ファックス 089-964-6956 
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